




・現 病 歴 ：3歳時，後腹膜腫瘍（卵黄嚢腫）の多発肺転移と診断。
　　　　　原発部位は外科的に切除，肺転移は化学療法により完全寛解した。
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上から FDG-PET fusion画像 CT  
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・現 病 歴 ：検診にて貧血を指摘され，かかりつけ医を受診した。
　　　　　貧血，白血球増加，血小板増加を認めたため，当院紹介となった。
・既 往 歴 ：高血圧，2型糖尿病，慢性心不全にて加療中
・家 族 歴 ：特記事項はなし。
身体所見







　RBC 3.01×106/μl，Hb 7.4 g/dl，Hct 24.1％，WBC 26.98×103/μl
　前骨髄球 0.5％，骨髄球 9.8％，後骨髄球 0.5％，桿状核好中球 10.2％，
　分葉核好中球 56.6％，リンパ球 11.2％，異型リンパ球 0.0％，単球 1.0％，
　好酸球 1.0％，好塩基球 5.8％，芽球 3.4％，形質細胞 0.0％
　Plt 1618×103/μl，CRP 1.01mg/dl，LDH 304 U/L
　可溶性 IL-2 receptor 1430 U/ml（正常値 220-530）
　その他腫瘍マーカー CA125 62.7 U/ml（正常値 40）
　肝・腎機能は正常。
・骨髄生検





















F-18-FDG PET CT 
骨髄にび慢性集積亢進、左頸部・右鎖骨上窩・縦隔・右肺門リンパ節に集積を認める。 
 



































































○ F-18-FDG PETにて高集積を呈したクリプトコッカスリンパ節炎の 1症例を経験した。
○本症例はクリプトコッカス感染にて類白血病反応を呈し骨髄にびまん性の FDG集積
を認めた。





現 病 歴： X-1mより口が重たくなり，言葉がすぐに出ない，忘れっぽくなったとの
　　　　　　　ことで前医受診，同日に当院紹介受診。Morning headacheあり。
既 往 歴： 特記なし
内 服 歴： なし
現 症： consciousness ; clear, cranial nerve ; np, Barre（-）, gait ; np
血 液 検 査： WBC 4.3, RBC 4.55, Hb 14.9, Ht 42.1, MCV 92.5, MCH 32.7, MCHC 35.4, 
Plts 117, PT-INR 1.06, APTT 34.2, AST 81, ALT 85, LDH 278, γ-GTP 105, 
ALP 195, ChE 249, T-Bil 0.8, CPK 86, BUN 20, Cre 0.96, eGFR 61.8, UA 6.8, 
Na 139, K 4.6, Cl 104, Ca 9.2, TP 7.8（A/G比 1.21, Alb分画 54.8, α1分画 3.3, 
α2分画 8.8, β分画 10.0, γ分画 23.1）, T-Chol 150, TG 142, HDL-Chol 30, 
Amy 64, HbA1c 6.0, CRP 0.31
　　　　　　　蛋白分画
第 79回北陸核医学カンファレンスフィルムリーディング
MRI: 上段左から T1, T2, FLAIR，下段左から DWI, ADCmap, T1造影
 
 
















Tl-201, retention index = 0.897
 
 



























　X＋ 39d（POD25）採血にて T-cell 82％（66-89）, B-cell 4％（4-13）, CD3 59.2％（58-





























・検 査：WBC 5700, RBC 225万 , Hb 7.8, PLT26.9万 , GOT 15, GPT 8, LDH 213, BUN 






























　IgG-k, u IgG-k, uBJP-k, Plasma cell＝ 74％ , IgG 8344, IgA 8, IgM 3, β 2MG 6.3, ALB 3.0
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